
空き店舗数の減少に資する事例
【埼玉県川越市 人口：353,446人（令和４年） 計画期間：平成27年４月～令和2年３月】

空き店舗等の借り上げにより、新規起業家の立
ち上げを支援、経営指導の実施、中心市街地
エリアでの開業支援（（株）まちづくり川越）

【活用した支援措置】
中心市街地活性化ソフト事業（総務省））

【中心市街地における空き店舗数の減少】
基準値 74人店舗（H24）→ 62店舗（R1）

取組のポイント

【川越市概要】

まちづくり会社のトライアル支援及び立地決定に必要
な情報提供、商工会議所の経営ノウハウ活用した堅
実な新規出店増加。

成 果

事業概要
【チャレンジショップ事業】

中心市街地商店街の空き店舗を借り
上げて、チャレンジショップとして出店を希
望する新規開業者等に対し貸し出し、経
営指導等を行い、独立開業を支援。
商業の担い手の育成と空き店舗解消、
ひいては商店街の活性化に資する事業で
あることから、基本方針である「にぎわいの
創出」に寄与する。
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